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P2 −85　 漿液 性 上皮 性 卵 巣 腫瘍 に お け る Cyclooxygenase− 2 （COX − 2）発現 の 予後な らび に 他 の 腫瘍生物学的マ ーカー発
現 との 相関に つ い て
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【目的】シ ク ロ オ キゲ ナーゼ ー2 （COX − 2）は炎症 に 関 与す る の み な らず ， 各種の 悪 性 腫 瘍 に お い て 発現 し卵巣癌で も新た な

予後因子 とな る こ とが 報告 され て い る．漿液性卵巣癌 にお ける COX − 2 発現の の 意義ならび に 他の 因子 と の 相関を検討 した．
【方法】漿液性腺癌 30例 （FIGO 分類 1期 9 例 ，

　 II期 1例 ，
　 HI 期 14例 ，

　 IV 期 6例）漿液性腺腫 14例の パ ラ フ ィ ン 切片 を患

者 の 同 意の 下 に 組織学 的検討 に供 した．cox − 2，酸化 ス トレス の 指標で あ る 8− oHdG ，増殖細胞の 指標で ある Ki − 67 を酵

素抗体法 で 染色 し
， 腫瘍内浸潤 リ ン パ 球 （TIL ）の 程度 ，

　 TUNEL 法 に よ る ap 。ptosis 細胞率と比較した．【成績】COX − 2は癌

30例 中 27例 （90％）に，腺腫 14例申 8 例 （57％ ） に染色 され た．8− OHdG は癌 30 例中 27 例 （90％）に，腺腫 14例中 2
例（14％）に，Ki67 陽性細胞率，　 apoptotic 　score は癌，腺腫 に おい て 各 々 ，16．3圭 13．9％ vs 　2，4 ± 2．2％（P＝0．0006）， 16．6韭 15．6’／e

vs 　6．4± 4，8％ で あ っ た．　COX − 2染色性 と進行期 に は相関を認め なか っ たが，　COX − 2 が 中等度以 上 陽性例は 陰性例 に比較し

て予後 不 良 で あ っ た．（P ＝o．oo2）cox − 2 染 色 性 と 8− oHdG 染色 性，　 Ki − 67 陽性率 に 正 の 相関 （r＝o．37）を 認め，　 TIL の 程

度 と COX − 2 染色性 に は 逆相関 （r ＝− 0．55）を認め た．【結論】COX − 2 は卵巣癌 の 予後因子 とな りえる ．しか し，その 発現

は単独 の 指標 で は なく酸化ス トレ ス や 増殖分画，局所 の 免疫応答 と関連する こ とが 示唆 され た

P2−86　 当院に お け る卵巣明細胞腺癌 の 検討
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【目的 】卵巣明細胞腺癌 は，化学療法に 抵抗性を示す こ とが 多 く上 皮性卵巣癌 の 中で も予後不良 と され て い る．今回我 々 は 当

院に お い て 17年間に経験 した卵巣明 細胞腺癌症例 につ き， 治療 ， 予 後 ， 再発様式を中心 に後方視的検討を行 っ た．【方法】1987
年 5 月か ら2004 年 4 月 に お け る

， 卵 巣癌初回治療例 342 例 の うち，明細胞腺癌 は 105 例 で あ っ た．ま た，漿液性 腺癌 102

例，粘液性腺癌 53例，類内膜腺癌 48例，その他組織型 34例 で あっ た．明細胞腺癌の 進行期分類 の 内訳は 1期 63例，II期 12
例 ，

IH 期 28 例 ，
　 IV 期 2 例 で あ っ た．術後化学療法 は 1987 年5 月 よ り 1997年 12月 まで は ，

　 CAP 療法 （CDDP 腹腔内投 与）

24 例，CAP 療法 （CDDP 静脈内投与）10例，その 他 13例で あ っ た．1998年 1 月より2004 年 4 月まで は，　 TJ 療法 35 例，　 DJ

療法 19例 ， そ の 他 4例 で あ っ た．【成 績】CAP 療 法 群 と TJ 療 法群 の 間 で Kaplan − Meier 法を用 い て 5年生 存率 を比 較 した と

ころ，1期症例 で は 1987年 5 月 よ り 1997年 12月まで （タ キサ ン系製剤導入前）は 86％，1998 年 1月 よ り2004 年 4月まで

（タ キサ ン系製剤導入 後）は 93％ と有意 差 を 認めず，II− IV 期 にお い て も有 意 差 を認 め な か っ た．【結 論】卵 巣 明細 胞 腺 癌 の 予

後は い まだ 改善され た と は い えず，今後も新 た な治療法の 検討が 必 要で あ る と考え られ た．

P2−87　 新規合成レ チ ノ イ ド TAC − 101 と CDDP の 併用 に よる卵巣明細胞腺癌細胞 に対する抗腫瘍効果の 検討
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【目的】新規合成 レチ ノ イドTAC − 101が明細胞腺癌細胞に対 して ア ポ トーシス を誘導し CDDP と ほ ぼ 同等の 抗腫瘍効果を有
す る こ とが in　vitro で 明 ら か に なっ て い る．本研究で は，薬剤感受性試験 HDRA 法を行 い TAC − 101 の ヒ ト卵巣癌組織 に対す る

直接的な効果 を検討 し， さ らに 明細胞腺癌由来の異種移植腫瘍 に対す る本剤 とCDDP との 併用効果の 検討を行うこ とを目的と

した ．【方法】1．HDRA 法 ：当院に て 初 回 手術 を施行 し同 意 の 得られ た 31 例 を対象と した．各種濃度で そ れぞ れ 溶解 さ れ た培養

液内に静置 され た コ ラーゲ ン ゲ ル ス ポ ン ジ Lで 検体 を 7 日間培養し生細胞数を MTT 　assay に よ り評価 した．薬剤接触群の lg

毎の 平均吸 光 度 か ら増 殖 阻害率 を求 め，両薬 剤 の IC50値 を ス ピ ア マ ン の 順位相関係数 に よ り比較 した．2．明細胞腺癌培養細胞

RMG − 1と RMG − H を そ れぞれ ヌ
ードマ ウス に皮下移植し ，

　 TAC − 101群 （8mg／kg／日 ， 21 日間経口）， CDDP 群 （7mgfkg，

1 日 目静注 ），併 用 群 （TAC − 101；8mg！kgf
’
日，21 日 間経口 ＋ CDDP ：7mg ！kg，1 日 目静注 ）を設 定 し （n ＝8）， 薬剤 無 投 与群 を

対照群 とした．抗 腫 瘍効 果は 21 日 目の 平均 腫瘍体 積 （T）／対照群 の 平均腫 瘍体積 （C）× 100 （％）に よ っ て 評価し，各群 間の

平均腫瘍体積は student
’
st 検定に よ っ て 比 較 した．【成 績】1．　 HDRA 法の 結果両薬剤の IC50 値聞に有意 な正 の 相関関係が 認め

られ た（p＜ 0．01）．2．RMG − 1に対す る TAC − 101群，　 CDDP 群，併用群 の T／C は それぞれ 73％，73％，48％，　 RMG − IIで は

68％ ， 80％ ， 60％ とな り， 併用群 の 平 均 腫瘍体積 は TAC − 101群 あ るい は CDDP 群 と比べ てそ れ ぞ れ 有 意に低値で あ っ た（p＜

0，05）．【結論】明細胞腺癌細胞に対 し TAC − 101 は CDDP を併用す る こ とに よ っ て 抗腫瘍効果の 増強が明らか と なっ た．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


